
　
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月

12
日
、
湯
本
小
学
校
屋
外
運
動
場
に

お
い
て
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
町
の

安
全
確
保
に
尽
力
し
た
消
防
団
員
の

表
彰
の
ほ
か
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
や
踊
り
、

ま
た
、
消
防
署
員
に
よ
る
演
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
車
両
13
台
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
の
後
に
は
、
早
川
で
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
華
や
か
に
新
春
を
飾

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。〔
順
不
同
敬
称
略
〕

〔
町
長
表
彰
〕

◎
優
良
表
彰

渡
邉
貞
明
（
宮
ノ
下
）、
大
場
基
喜

（
元
箱
根
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
勤
続
）

　

渡
邉
貞
明
（
宮
ノ
下
）、
大
場
基

喜
（
元
箱
根
）、
岩
本
幸
信
、
齊
藤

義
和
、
瀧
口
勝
幸
（
仙
石
原
）、
渡

辺
敬
三
、
加
藤
芳
明
（
大
平
台
）、

加
藤
幸
弘
（
須
雲
川
）、
日
下
財
、

小
川
新
一
（
湯
本
）、
露
木
康
之

（
湯
本
茶
屋
）、
高
畠
敏
栄
、
坂
東

浩
行
、
広
井
愛
旦
（
宮
城
野
）　
　

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
勤
続
）

　

石
島
鉄
也
（
小
涌
谷
）、
永
井
孝

司
、
吉
田
昌
伸
（
湯
本
）、
小
松
邦

光
、
米
山
雄
二
郎
（
湯
本
茶
屋
）、

田
幡
憲
一
（
須
雲
川
）、
和
島
勝
美

（
強
羅
）、
八
巻
孝
仁
、
大
堀
光
正
、

勝
俣
操
（
仙
石
原
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
10
年
勤
続
）

　

後
藤
聡
、
橋
上
賢
太
、
内
田
大

輔
（
湯
本
）、
渡
邊
勝
巳
、
上
田
知

弘
（
大
平
台
）、
脇
本
一
真
（
宮
ノ

下
）、
髙
波
健
一
（
小
涌
谷
）、
川

久
保
一
浩
、
酒
寄
繁
基
（
強
羅
）、

勝
俣
明
也
、吉
住
健
一（
仙
石
原
）、

仁
階
堂
誠
、杉
山
智
一（
元
箱
根
）、

中
里
栄
作
（
箱
根
）

〔
県
知
事
表
彰
〕

◎
永
年
勤
続
20
年
優
良
消
防
団
員
表
彰

　
野
頼
正
（
小
涌
谷
）、
福
住
治
彦

（
湯
本
）、
古
谷
英
司
（
箱
根
）

〔
県
消
防
協
会
足
柄
下
支
部
長
表
彰
〕

◎
優
良
表
彰　

　

勝
俣
浩
一
（
宮
城
野
）、
石
井
英

秋
（
仙
石
原
）、
野
頼
正
（
小
涌
谷
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
勤
続
）

　
町
長
表
彰
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年

勤
続
）
に
同
じ

〔
消
防
団
長
表
彰
〕

◎
優
良
団
員
表
彰
　

　

伊
藤
和
生
、
安
藤
豊
、
森
下
良

（
湯
本
）、
澤
村
吉
之
（
塔
之
澤
）、

福
住
達
人
（
湯
本
茶
屋
）、
鈴
木
佳

祐
（
大
平
台
）、
井
上
美
智
雄
（
小

涌
谷
）、
小
堀
善
和
、
勝
俣
佳
也

（
宮
城
野
）、
桐
谷
高
史
、
飯
山
雅

樹
（
強
羅
）、
塩
川
正
人
、
高
澤
諒

大
（
仙
石
原
）

☎
８
５
丨
７
７
５
０

        

自
治
功
労
者
を
表
彰

　                  

賀
詞
交
換
会
の
席
上
で
披
露

　
箱
根
町
賀
詞
交
換
会
が
１
月
6
日
、

約
３
６
０
人
の
参
加
の
下
、
箱
根
ホ

テ
ル
小
涌
園
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
賀
詞
交
換
会
に
先
立
ち
、

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
平
成
28
年
度

自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
町
政
の
推
進
と
公
共
の

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表

彰
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
54
回

目
と
な
り
ま
す
。

【
功
労
表
彰
】
（
敬
称
略
）

○
望
月
良
臣
（
強
羅
）

〇
千
代
田
紹
禎
（
湯
本
）

　
永
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
社

会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
地
域
社
会

の
浄
化
を
図
り
、
個
人
お
よ
び
公
共

の
福
祉
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
。

公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
等
表
彰

　
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
表
彰
式
が
12

月
10
日
、
東
京
都
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ

ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品
川
で
行
わ
れ
、
箱

根
町
体
育
協
会
副
会
長
の
阿
部
佳
信

さ
ん
（
箱
根
）
が
公
益
財
団
法
人
神

奈
川
県
体
育
協
会
よ
り
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
上
級
指
導
員
と
し
て
推
薦
を
受
け
、

永
年
に
わ
た
り
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
と
し
て
、
地
域
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

組
織
の
発
展
に
尽
力
し
、
箱
根
町
お

よ
び
県
体
育
協
会
の
役
員
と
し
て
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
普
及
へ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
同
協
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

箱
根
町
体
育
協
会
表
彰

　
町
体
育
協
会
は
１
月
17
日
、
箱
根

ホ
テ
ル
小
涌
園
で
、
平
成
29
年
箱
根

町
体
育
協
会
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
住
民
の
社
会
体
育

の
振
興
・
発
展
に
顕
著
な
功
績
を
残

し
た
個
人
お
よ
び
団
体
を
表
彰
し
て

お
り
、
今
回
は
次
の
10
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
（
順
不
同
、
敬
省
略
）

【
感
謝
状
】

　
永
年
に
わ
た
り
、
社
会
体
育
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

◎
中
村
光
章
（
湯
本
）

◎
髙
木　
徹
（
宮
ノ
下
）

【
功
績
表
彰
】

　
永
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
体
育
会

理
事
と
し
て
地
域
の
体
育
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
功
績

◎
河
合
栄
治
（
湯
本
）

◎
金
子
貞
之
（
宮
ノ
下
）

　
永
年
に
わ
た
り
サ
ッ
カ
ー
協
会
理

事
と
し
て
地
域
の
体
育
振
興
お
よ
び

協
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

◎
佐
藤
尚
由
（
湯
本
）

　
全
国
大
会
な
ど
の
著
名
な
大
会
に

出
場
、
ま
た
は
優
秀
な
成
績
を
残
し

た
功
績

◎
萩
野
舞
子
（
湯
本
）

　
第
85
回
全
国
高
等
学
校
卓
球
選
手

　
権
大
会
女
子
学
校
対
抗
の
部
出
場

◎
海
本
龍
輝
（
大
平
台
）

　
第
20
回
関
東
選
抜
新
人
陸
上
競
技

　
大
会
出
場

◎
勝
俣
航
希
（
二
ノ
平
）

　
第
69
回
関
東
高
等
学
校
駅
伝
競
走

　
大
会
（
出
場
48
チ
ー
ム
）

　
第
3
区　
区
間
30
位

◎
稲
毛
も
あ
な
（
宮
城
野
）

　
第
39
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

　
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競

　

技
大
会 

10
歳
以
下
女
子
平
泳
ぎ

　
第
28
位

◎
野
地
嵩
良
（
宮
城
野
）

　

第
40
回
関
東
中
学
校
相
撲
大
会 

　
ベ
ス
ト
16

消
防
自
動
車
更
新
！

　
消
防
署
箱
根
分
遣
所
の
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
こ
の
車
両
は
、
道
路
の
せ
ま
い
地

域
に
お
け
る
活
動
や
、
車
両
の
大
型

化
に
よ
る
運
転
免
許
の
問
題
な
ど
、

今
後
の
消
防
活
動
を
見
据
え
計
画
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
雪
道
や
悪
路
な
ど
の
走
破

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
四
輪
駆
動
方

式
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
従
来

１
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
積
載
し

た
場
合
、
重
量
制
限
に
よ
り
４
ト
ン

ベ
ー
ス
車
両
以
上
と
い
う
常
識
を
根

本
的
に
見
直
し
、
新
た
に
開
発
さ
れ

た
１
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
水
槽
を
使
用
し

ま
し
た
。
ま
た
、
資
機
材
収
納
ス
ペ

ー
ス
や
ボ
デ
ィ
ー
の
ぎ
装
部
分
は
ア

ル
ミ
パ
ネ
ル
を
使
用
す
る
な
ど
、
徹

底
的
な
軽
量
化
を
図
り
、
従
来
の
性

能
を
継
承
し
つ
つ
、
３
ト
ン
車
両
ベ

ー
ス
に
１
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を

積
載
し
た
全
国
初
と
な
る
車
両
を
導

入
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
消
防
団
「
第
２
分
団
第
１
部
（
山

崎
地
区
）
」
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
が
更
新
さ
れ
、
平
成
28
年
12

月
19
日
、
役
場
本
庁
舎
前
で
交
付
式

お
よ
び
配
属
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
車
両
は
、
資
機
材
の
軽
量
化
を

図
る
な
ど
操
作
性
が
向
上
し
、
ま
た
、

４
輪
駆
動
を
採
用
し
て
い
る
た
め
荒

れ
た
路
面
の
現
場
で
も
進
入
が
容
易

で
あ
る
な
ど
、
機
動
性
に
も
優
れ
た

車
両
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
最
新
鋭
の
消
防
団
車
両
を
駆

使
し
た
火
災
現
場
な
ど
で
の
消
防
団

員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消防出初式

左から、沖津 弘幸 議長　望月 良臣さん　山口 昇士 町長 千代田 紹禎さん
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